
えっとぶり冬号 ２０１３年（平成２５年）２月 1/4 
 

 編集  えっとぶり情報委員会 

〒771-0134 徳島市川内町平石住吉２０９－５ 

         徳島健康科学総合センター４階 

代表  ＴＥＬ ０８８－６６５－７７０５ 

   ＦＡＸ ０８８－６６５－６９０５ 

   ＵＲＬ http://www.tokushimalpg.or.jp 

 

 
発行  一般社団法人 徳島県エルピーガス協会 

厳
し
い
経
営
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
事
に
な
る
と
思
わ
れ

ま
す
。 

こ
の
よ
う
に
期
待
と
不
安
が
入
り
混
じ
る
中
、
当
協
会

で
は
昨
年
よ
り
支
部
再
編
に
代
わ
る
「
地
区
会
新
設
」
に

つ
い
て
本
格
的
な
議
論
が
総
務
部
会
で
始
ま
り
、
昨
年
九

月
の
理
事
会
に
報
告
し
た
上
で
、
各
支
部
で
の
意
見
集
約

を
経
て
、
本
年
一
月
二
十
三
日
開
催
の
理
事
会
に
お
い
て

「
地
区
会
新
設
」
が
承
認
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
問
題
は
昨
年
四
月
よ
り
当
協
会
が
一
般
社
団
法
人

に
移
行
し
た
際
、
こ
れ
ま
で
の
支
部
を
置
か
な
い
と
判
断

し
た
事
か
ら
、
協
会
組
織
の
位
置
付
け
根
拠
が
無
く
な
っ

て
い
ま
し
た
。
従
来
の
支
部
は
置
か
な
い
も
の
の
、
こ
れ

ま
で
の
支
部
に
は
協
会
内
の
組
織
と
し
て
様
々
な
役
割

を
担
っ
て
き
た
経
緯
も
あ
り
、
特
に
次
の
大
き
な
役
割
が

あ
り
ま
し
た
。
一
つ
は
理
事
の
選
出
で
あ
り
、
も
う
一
つ

は
協
会
長
表
彰
に
お
け
る
被
表
彰
者
の
推
薦
の
二
つ
で

す
。 本

年
度
は
役
員
改
選
の
年
で
も
あ
り
、
早
急
に
支
部
に

代
わ
る
組
織
を
つ
く
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
今
回

の
決
定
に
至
っ
た
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
こ
の
度
の

地
区
会
に
は
、
新
た
に
次
の
事
項
も
役
割
と
し
て
追
加
さ

れ
ま
す
。
そ
れ
は
地
元
市
町
村
と
の
災
害
時
支
援
協
定
等

の
締
結
で
す
。
地
区
会
が
正
式
に
ス
タ
ー
ト
す
る
五
月
の

総
会
後
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
会
で
関
係
市
町
村
と
締
結
を

お
願
い
す
る
と
こ
ろ
で
す
。 

今
後
は
三
月
中
旬
ま
で
に
は
地
区
会
設
置
準
備
会
を

地
区
会
単
位
で
開
催
し
、
各
地
区
ご
と
の
役
員
（
地
区
長

一
名
、
副
地
区
長 

一
名
、
地
区
会
幹
事 

若
干
名
）
を

選
出
し
て
い
た
だ
く
事
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
新
体
制
の

年

頭

ご

挨

拶

一
般
社
団
法
人 

徳
島
県
エ
ル
ピ
ー
ガ
ス
協
会 

 
 
 
 
 

会
長 

中
岸
雅
夫 

  
昨
年
末
行
な
わ
れ
た
衆
議
院
選
挙
の
結
果
、
三
年
三
ヶ

月
に
亘
る
民
主
党
政
権
か
ら
自
民
党
政
権
へ
の
交
代
が

起
こ
り
、
総
理
大
臣
に
は
二
度
目
と
な
る
安
倍
総
理
が
就

任
し
ま
し
た
。
選
挙
前
か
ら
提
唱
し
て
い
た
大
胆
な
金
融

政
策
、
機
動
的
な
財
政
政
策
、
民
間
投
資
を
喚
起
す
る
成

長
戦
略
の
三
本
の
矢
を
用
い
た
所
謂
「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
」

へ
の
期
待
感
か
ら
市
場
は
敏
感
に
反
応
し
、
株
価
は
上

昇
、
為
替
も
九
十
円
代
前
半
で
推
移
し
て
お
り
、
当
面
円

安
傾
向
が
続
く
の
で
は
な
い
か
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

た
だ
、
こ
れ
ら
指
標
の
改
善
は
、
あ
く
ま
で
も
先
行
き
の

期
待
感
が
先
行
し
た
も
の
で
あ
り
、
今
後
の
実
態
経
済
の

本
格
回
復
が
望
ま
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。 

一
方
我
が
業
界
か
ら
見
る
と
、
一
昨
年
の
３･

１
１
以

降
、
福
島
原
発
事
故
の
影
響
で
「
脱
原
発
」
と
い
う
流
れ

が
で
き
つ
つ
あ
る
か
に
思
わ
れ
ま
し
た
が
、
こ
の
度
の
政

権
交
代
に
よ
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
は
旧
来
の
原
発
推
進

へ
回
帰
す
る
方
向
が
垣
間
見
え
る
だ
け
に
、
オ
ー
ル
電
化

の
脅
威
は
払
拭
さ
れ
る
ま
で
に
は
至
っ
て
お
ら
ず
、
今
後

も
エ
ネ
ル
ギ
ー
間
競
争
は
続
く
で
あ
ろ
う
と
推
測
さ
れ

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
他
に
も
昨
年
三
月
に
Ｃ
Ｐ
史
上

高
値
で
あ
る
１
，
２
３
０
ド
ル
を
記
録
し
、
そ
の
後
乱

高
下
が
あ
っ
た
も
の
の
高
止
ま
り
す
る
状
況
は
、
今
後
も

も
と
、
新
生
「
一
般
社
団
法
人
徳
島
県
エ
ル
ピ
ー
ガ
ス
協

会
」
に
対
し
ま
し
て
会
員
各
位
に
お
か
れ
ま
し
て
は
倍
旧

の
ご
理
解
並
び
に
ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

次
に
、
災
害
対
策
に
お
い
て
も
災
害
対
策
委
員
会
に
お

い
て
議
論
を
進
め
て
参
り
ま
し
た
が
、
有
事
の
際
に
協
会

内
に
設
置
さ
れ
る
災
害
対
策
本
部
機
能
の
向
上
を
図
る

た
め
、
衛
星
電
話
の
購
入
や
備
蓄
資
材
の
購
入
を
行
な
う

な
ど
着
実
に
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
今
後
は
会
員
各
位

が
減
災
の
視
点
に
立
っ
て
、
ガ
ス
放
出
防
止
型
高
圧
ホ
ー

ス
の
設
置
推
進
と
と
も
に
容
器
チ
ェ
ー
ン
の
二
重
掛
け

を
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

後
に
な
り
ま
し
た
が
、
昨
年
全
Ｌ
協
の
需
要
開
発
委

員
会
に
お
い
て
取
り
纏
め
ら
れ
た
「
需
要
開
発
推
進
運

動
」
が
二
十
五
年
度
よ
り
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
本
運
動
に

は
、
①
進
化
す
る
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
、
②
究
極
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
、
③
人
を
育
む
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
、
の
三
つ
の
推
進
事

項
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
本
運
動
の
特
筆
す
べ
き
事

は
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
事
業
者
か
ら
県
協
会
経
由
で
、
全
Ｌ
協
へ

活
動
報
告
を
行
い
、
全
国
の
事
業
者
間
で
活
動
事
例
の
共

有
化
を
図
る
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

こ
の
事
か
ら
も
会
員
個
々
の
努
力
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
の
で
、
ど
ん
な
小
さ
な
事
か
ら
で
も
結
構
で
す
の
で
お

客
様
の
方
へ
一
歩
踏
み
出
し
た
実
践
営
業
活
動
を
お
願

い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

以
上
、
平
成
二
十
五
年
度
が 

会
員
各
位
に
と
っ
て
輝
か
し
い
年 

と
な
る
よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ
、 

年
頭
の
ご
挨
拶
と 

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 
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衛
星
電
話
を
設
置 

【
℡
】０
８
０
‐
８
６
３
０
‐
７
７
６
９ 

※
通
常
の
携
帯
電
話
と
同
じ
十
一
桁
の
番
号
を
押
す
だ
け
で
電
話
が

か
か
り
ま
す
。   

 

来
る
べ
き
南
海
地
震
へ
の
備
え
と

し
て
、
徳
島
県
エ
ル
ピ
ー
ガ
ス
協
会

に
衛
星
電
話
を
設
置
し
ま
し
た
。 

 

通
常
の
電
話
回
線
と
は
異
な
る
衛

星
電
話
回
線
を
使
用
し
て
お
り
、
災

害
時
の
有
効
な
通
信
手
段
と
し
て
効

果
を
発
揮
し
ま
す
。
普
段
は
使
用
で

き
な
い
よ
う
に
し
て
い
ま
す
が
、
災

害
時
の
備
え
と
し
て
電
話
番
号
の
登

録
を
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 

理

事

会

開

催

平
成
二
十
五
年
一
月
二
十
三
日 

 

 

 

 

 

平
成
二
十
五
年
一
月
二
十
三
日
（
水
）
ホ
テ
ル
グ

ラ
ン
ド
パ
レ
ス
徳
島
に
お
い
て
、
理
事
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。 

■ 

議
案
審
議 

 

第
一
号
議
案 

地
区
会
の
設
置
及
び
運
営
に
関

す
る
規
程
（
新
設
）
に
つ
い
て 

 

第
二
号
議
案 

役
員
等
の
選
任
方
法
に
関
す
る

内
規
（
改
定
）
に
つ
い
て 

 

第
三
号
議
案 

平
成
二
十
四
年
度
収
支
予
算
書

の
組
替
え
に
つ
い
て 

 

い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

■ 

報
告
事
項 

一
、 

執
行
理
事
の
業
務
報
告 

会
長
・
副
会
長
及
び
専
務
理
事
か
ら
、
部

▼
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
Ｐ
Ｒ
チ
ラ
シ
『
第
六
弾
』

▼第４四半期の行事予定 
[１月～３月] 

日程 会議 時間 場所 

１月 ９日 四国地方液化石油ガス 
懇談会 13:30～ 四国経済産業局 

  １１日 総務部会 13:30～ 協会 
  １５日 電化対策委員会 13:30～ 協会 

  ２３日 理事会 15:00～ ホテルグランドパ
レス徳島 

  ２４日 都市ガス対策委員会 13:30～ 協会 

２月２１日 お客様相談所委員会 14:00～ ホテルグランドパ
レス徳島 

  ２２日 四国ガスとの 
定例協議会 12:00～ 徳島グランヴィリ

オホテル 

  ２８日 四国ブロック 災害対策
検討委員会ＷＧ 13:30～ 川之江 

３月 ４日 全Ｌ協 
青年部全国大会 13:30～ 愛媛県 

ひめぎんホール 

  １３日 四国ＬＰガスブロック 
会議  未定 

 

当
協
会
電
化
対
策
委
員
会
に
お
い
て
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
Ｐ
Ｒ
チ
ラ
シ
『
ガ
ス
の
い
い
と
こ
知
ら

せ
隊
！ 

Ｖ
Ｏ
Ｌ
．
６ 

脱
原
発
編
』
を
作
成
い
た
し
ま
し
た
。 

 

詳
し
く
は
、
別
添
『
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
Ｐ
Ｒ
チ
ラ
シ
第
六
弾 

有
償

注
文
の
受
付
に
つ
い
て
（
ご
案
内
）』
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

泉 

雅
之
（
経
済
部
会
長
）

会
活
動
な
ど
職
務
の
執
行
状
況
に
つ
い
て

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

二
、
そ
の
他 

① 

第
４
四
半
期
の
行
事
予
定
に
つ
い
て 

② 

オ
ー
ル
電
化
対
策
チ
ラ
シ
第
六
弾
に

つ
い
て 

③ 

平
成
二
十
五
年
度
講
習
・
検
定
計
画
に

つ
い
て
（
４
ペ
ー
ジ
へ
掲
載
） 

▽ 

議
案
お
よ
び
報
告
事
項
に
つ
い
て
の
詳
し
い
内

容
に
つ
い
て
は
、
協
会
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。 
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あ
り
ま
す
。 

 

加
入
を
希
望
さ
れ
る
方
は
協

会
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 
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（
一
社
）
全
国
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
青
年
部
全
国
大
会 

参
加
し
ま
し
ょ
う 

 

青
年
部
全
国
大
会
（
愛
媛
大
会
）
が
左
記
の
要
項
で
開
催
さ
れ
ま
す
。 

 
 
 

▼ 

開
催
日
時 

 
 

平
成
二
十
五
年
三
月
四
日
（
月
）
午
後
一
時
三
十
分
～ 

 
 
 

▼ 

開
催
場
所 

 
 

ひ
め
ぎ
ん
ホ
ー
ル
（
愛
媛
県
松
山
市
道
後
町
二
‐
五
‐
一
） 

 
 
 

▼ 

大
会
テ
ー
マ 

 

『
顧
客
接
点
を
強
化
し
需
要
開
発
推
進
に
繋
げ
よ
う
』 

 

こ
の
大
会
は
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
業
界
に
従
事
す
る
若

者
が
一
堂
に
会
し
、
未
来
に
向
け
た
交
流
の
場
と

し
な
が
ら
資
質
の
向
上
と
情
報
・
意
見
交
換
を
目

的
と
し
て
開
催
さ
れ
ま
す
。 

 

四
国
は
地
元
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
４
県
で
１

２
０
名
の
参
加
目
標
数
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
Ｌ

Ｐ
ガ
ス
業
界
が
い
か
に
賢
く
生
き
残
っ
て
い
く

か
を
考
え
た
時
、
業
者
同
士
が
横
の
つ
な
が
り
を

広
げ
、
互
い
に
情
報
を
提
供
し
合
い
、
そ
し
て
、

学
ん
で
行
く
事
が
重
要
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。 

 

是
非
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
業
界
の
活
性
化
に
寄
与
す
る

為
に
も
、
１
名
で
も
多
く
の
会
員
の
皆
様
に
ご
参

加
頂
き
、
全
国
大
会
を
盛
り
上
げ
て
頂
き
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

な
お
、
参
加
ご
希
望
の
方
は
、 

協
会
ま
で
ご
一
報
く
だ
さ
い
。 

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

石
川 

雅
史
（
青
年
部
会
長
）

 

 

独
立
行
政
法
人
中
小
企
業
基

盤
整
備
機
構
が
行
っ
て
い
る

『
小
規
模
企
業
共
済
』
の
募
集

業
務
を
県
協
会
及
び
全
国
Ｌ
Ｐ

ガ
ス
協
会
が
受
託
す
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。 

 

こ
の
制
度
は
、
小
規
模
企
業

の
個
人
事
業
主
（
共
同
経
営
者

を
含
む
）
ま
た
は
会
社
等
の
役

員
の
方
が
事
業
を
や
め
ら
れ
た

り
、
退
職
さ
れ
た
り
し
た
場
合

に
、
生
活
の
安
定
や
事
業
の
再

建
を
図
る
た
め
の
資
金
を
あ
ら

か
じ
め
準
備
し
て
お
く
共
済
制

度
で
、
掛
金
の
全
額
所
得
控
除

な
ど
、
税
法
上
の
メ
リ
ッ
ト
も

 
平成２４年９月３０日現在 【２８０販売店の報告】 

ガス放出防止型高圧ホース(ガス放出防止器)
内 容 設置箇所数 

設置数 未設置数 設置率 

142,130 87,482 54,648 61.6％ 
一般住宅 

(139,337) (83,102) (56,235) (59.6) 

7,347 4,825 2,522 65.7％ 
集合住宅 

(7,210) (4,550) (2,660) (63.1) 

6,945 4,459 2,486 64.2％ 
業務用施設 

(6,600) (4,143) (2,457) (62.8) 

156,422 96,766 59,656 61.9％ 
合 計 

(153,147) (91,795) (61,352) (59.9) 
※( )の数字は第 16 回.平成 24 年 3 月末[280 販売店]に調査した数字です。 

 

今
年
度
は
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
安
全
安
心
向
上
運
動

（
平
成
二
十
四
年
度
～
平
成
二
十
六
年
度
の

三
ヶ
年
）
の
一
年
目
で
す
。 

 

こ
の
運
動
の
中
で
、
毎
年
二
回
行
っ
て
い
る

ガ
ス
放
出
防
止
型
高
圧
ホ
ー
ス
の
設
置
状
況

調
査
に
加
え
、
５
０
ｋ
ｇ
容
器
チ
ェ
ー
ン
二
本

掛
け
と
閉
栓
カ
バ
ー
の
設
置
促
進
も
目
標
に

揚
げ
て
い
ま
す
。 

 

昨
年
十
月
に
行
い
ま
し
た
上
半
期
の
調
査

結
果
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。 

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
安
全
安
心
向
上
運
動 

上
半
期
進
捗
状
況 

調
査
期
間 

【 

平
成
二
十
四
年
四
月
一
日
～ 

平
成
二
十
四
年
九
月
三
十
日 

】 

第１７回 ガス放出防止型高圧ホース設置状況調査報告書及び推移 

回 

 61.9％ 

設置数の進捗状況 

■第１回５０ｋｇ容器の流出・転倒防止策(容器チェーン２本掛け) 
実施状況調査 

５０ｋｇ容器設置場所 42,447 ヶ所

チェーン２本掛け設置済 3,332 ヶ所

設置率【平成 24 年度設置目標 30％】 7.8％

■第１回閉栓カバー設置状況調査 
閉栓カバー設置箇所 
【平成 24 年度設置目標 25,000 ヶ所】 

579 ヶ所

■第１７回ガス放出防止型高圧ホース設置状況調査 
容器設置場所 156,422 ヶ所

ガス放出防止型高圧ホース設置数 96,766 ヶ所

ガス放出防止型高圧ホース未設置数 59,656 ヶ所

設置率 61.9％

設置率は、前回調査(平成 24 年 3 月 31 日現在)から 2.0％(4,971 戸)

の上昇となりました。【平成 24 年度設置目標 30,000 ヶ所】 

 

小
規
模
企
業
共
済
制
度
の 

取
り
扱
い
を
開
始
し
ま
し
た
。 
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今
年
は
、
保
安
部
会
と
し
て
皆

さ
ん
と
一
緒
に
行
う
通
報
訓
練
を

計
画
し
て
い
ま
す
。
い
か
に
シ
ン

プ
ル
で
あ
っ
て
、
皆
さ
ん
か
ら
情

報
を
一
つ
で
も
た
く
さ
ん
掴
め
る

よ
う
な
方
法
を
模
索
し
て
い
ま

す
。 

 

災
害
は
来
な
い
こ
と
が
い
い
の

で
す
が
、
残
念
な
こ
と
に
「
南
海

地
震
」
の
発
生
確
率
は
毎
年
の
よ

う
に
上
昇
し
て
い
ま
す
。
南
海
地

 
 
 
 
 
 
 
 

震
が
起
こ
る

と
必
ず
津
波

が
や
っ
て
く

る
と
言
わ
れ

て
い
る
の
で
、
揺
れ
が
収
ま
れ
ば

躊
躇
な
く
高
台
に
避
難
す
る
こ
と

が
自
分
の
命
を
守
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
自
分
が
怪
我
を
す
る
と
、

大
事
な
家
庭
で
あ
っ
て
も
助
け
る

こ
と
が
で
き
な
い
の
で
す
。
い
ざ
、

そ
の
時
に
備
え
て
の
心
構
え
を
お

願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

野
口 

久
司
（
保
安
部
会
長
）

ク
に
な
り
ま
す
と
悪
循
環
が
重
な

っ
て
、
何
で
も
い
い
か
ら
情
報
が

欲
し
い
と
思
っ
た
そ
の
時
か
ら
デ

マ
ま
で
も
信
じ
て
し
ま
う
こ
と
に

な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
、

普
段
か
ら
い
ろ
ん
な
訓
練
を
行
え

ば
自
然
に
身
体
が
そ
れ
よ
う
に
動

き
、
パ
ニ
ッ
ク
に
は
な
り
に
く
い

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。 

 

避
難
訓
練
や
消
火
訓
練
な
ど
の

防
災
訓
練
の
一
つ
に
「
通
報
訓
練
」

    

が
あ
り
ま
す
。
電
話
回
線
は
、
発

信
規
制
が
か
か
っ
て
も
電
話
の
イ

ン
フ
ラ
が
生
き
て
い
る
限
り
フ
ァ

ッ
ク
ス
や
携
帯
メ
ー
ル
は
音
声
通

話
で
な
い
の
で
つ
な
が
り
や
す
い

の
で
す
。
ま
た
、
仮
に
大
災
害
が

発
生
し
た
と
き
に
は
、
徳
島
県
エ

ル
ピ
ー
ガ
ス
協
会
に
災
害
対
策
本

部
を
立
ち
上
げ
る
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
本
部
が
真
っ
先
に

知
り
た
い
こ
と
は
皆
さ
ん
の
安
否

で
す
。
皆
さ
ん
の
無
事
が
分
っ
て

か
ら
、
初
め
て
対
策
本
部
と
し
て

の
作
業
が
本
格
化
し
ま
す
。 

 

今
回
は
、
通
報
訓
練
の
重
要
性

に
つ
い
て
お
話
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。 

 

普
段
の
皆
さ
ん
は
、
ガ
ス
事
故

が
な
い
限
り
パ
ニ
ッ
ク
に
な
る
こ

と
も
な
く
従
事
し
、
日
常
の
連
絡

も
し
た
い
と
き
に
、
即
座
に
携
帯

電
話
を
利
用
し
て
い
る
状
態
だ
ろ

う
と
思
い
ま
す
。 

 

し
か
し
、
ひ
と
た 

び
東
日
本
大
震
災
の 

よ
う
な
大
災
害
が
身 

近
に
起
こ
れ
ば
ど
う 

で
し
ょ
う
か
？
恐
ら
く
、
ま
だ
実

感
は
湧
か
な
い
と
思
い
ま
す
が
、

そ
の
時
に
携
帯
電
話
を
か
け
よ
う

と
し
た
ら
画
面
に
赤
い
文
字
で

『
し
ば
ら
く
待
っ
て
か
ら
お
掛
け

直
し
く
だ
さ
い
』
と
表
示
さ
れ
ま

す
。
そ
れ
が
長
い
と
数
時
間
続
き

ま
す
。 

 

家
族
の
安
否
は
？
事
業
所
の
状

態
は
？
知
り
た
い
こ
と
は
た
く
さ

ん
あ
っ
て
も
自
分
の
す
ぐ
傍
の
こ

と
し
か
情
報
が
入
り
ま
せ
ん
。
こ

の
よ
う
な
状
態
だ
と
人
間
は
パ
ニ

ッ
ク
に
陥
り
ま
す
。
一
度
パ
ニ
ッ

 

 

保

安

部

会

 
 講習の種類 講習日時 検定試験日 会場 講師・トレーナー 

1 調 査 員 
5 月 10 日(金)

9:00～17:00
－筆記－ 

5 月 10 日(金)
徳島健康科学総合センター

1 階 実習室 
(法令)県 (保安)松本 

2 
業 務 主 任 者 
（第 1 回） 

5 月 23 日(木)
9:00～17:00

 
教育会館 
5 階 小ホール 1/2 

(法令)県 (保安)野口 

3 
設 備 士 再 
（第 1 回） 

6 月 6日(木) 
9:00～17:00

 
ＪＡ会館 
別館 2階 大ホール 

(法令)県 (保安)三栖 

4 
★ 丙 種 化 学 
（液  石） 

6 月 11 日(火)
6 月 12 日(水)
6 月 13 日(木)

9:00～17:00

－筆記－ 
6 月 28 日(金)

9:00～12:40

徳島健康科学総合センター

1 階 実習室 

(法令)県 (学識)野口 
(保安)野口 
(試験監督員)野口 

5 ★第二種販売 

6 
業務主任者の 

代 理 者 

6 月 18 日(火)
6 月 19 日(水)
6 月 20 日(木)

9:00～17:00

－筆記－ 
7 月 5日(金) 

9:30～11:00

徳島健康科学総合センター

1 階 実習室 
(法令)県 (保安)長田 
(試験監督員)長田 

7 ★ 保 安 係 員 
7 月 11 日(木)
7 月 12 日(金)

9:00～17:00
 

ＪＡ会館 
別館 2階 5 号室 

(法令)県 (学識)野口 
(保安)野口 

8 保 安 業 務 員 
9 月 10 日(火)
9 月 11 日(水)

9:00～17:00

－筆記－ 
9 月 11 日(水)

徳島健康科学総合センター

1 階 実習室 
(法令)県 (保安)野口 
(試験監督員)野口 

－筆記－ 
10月20日(日)

9:30～12:00

徳島健康科学総合センター

1 階 実習室 
9 設備士第 2･3 

10 月 2 日(水)
10 月 3 日(木)
10 月 4 日(金)

9:00～17:00
－実技－ 

12 月 1 日(日)
ポリテクセンター 

(法令)県 (配管)谷口 
(試験監督員)谷口 
(実技)松本・岡本・髙・ 
   三栖・谷口・川原 

10 
業 務 主 任 者 

(第 2 回) 
10月17日(木)

9:00～17:00
 

教育会館 
5 階 小ホール 1/2 

(法令)県 (保安)野口 

11 
設 備 士 再 
（第 2 回） 

11月21日(木)
9:00～17:00

 
ＪＡ会館 
別館 2階 大ホール 

(法令)県 (保安)三栖 

【高圧ガス保安協会 徳島県液化石油ガス教育事務所】 

平
成
二
十
五
年
度 

講
習
・
検
定
計
画 

国
家
試
験 

筆
記
試
験
日 

平
成
二
十
五
年
十
一
月
十
日(

日)
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

於 

徳
島
県
建
設
セ
ン
タ
ー 

設
備
士
実
技 

平
成
二
十
五
年
十
二
月
一
日(

日)
 

 
 

 
 

 
 

 

於 

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
徳
島 

通
報
訓
練
の
重
要
性 
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